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令和４年度第２回花巻市男女共同参画審議会会議録 

 

日 時 令和５年３月 20 日（月）午後１時 30分～午後３時 10分 

場 所 花巻市役所本庁舎 本館 302・303 会議室 

出席者 委員出席者 12 名 高橋 秀憲（会長・富士大学名誉教授）、早野 こずえ（副会長・岩手県男女

共同参画サポーター）、熊谷 久（花巻労働基準監督署）、氏家 潤（花巻警

察署）、佐藤 道輝（花巻農業協同組合）、阿部 睦春（花巻商工会議所）小

原 賢（花巻市校長会）、多田 恵（花巻私立幼稚園協議会）、工藤 直人（岩

手県看護協会花巻支部）、伊藤 澄枝（花巻市民生委員児童委員協議会）、晴

山 淳子（花巻市地域婦人団体協議会）、佐藤 貴哉（花巻青年会議所） 

市側出席者 ５名 藤井 保宏（地域振興部長）、鈴木 淳子（地域づくり課長）、藤村 真由美（地

域づくり課市民協働係長）、冨松 大地（地域づくり課市民協働係主査）、熊

谷 和（地域づくり課市民協働係主査） 

     

傍聴者 ０名 

 

次 第 １ 開 会 

２ あいさつ 

３ 審 議 

（１）第３次花巻市男女共同参画基本計画策定について 

（２）その他 

   ・同性パートナーシップ制度に係る市の考え方について 

４ 閉 会 

 

１ 開会 （開会 午後１時 30分） 

 

鈴木地域づくり課

長 

 

２ あいさつ 

 

高橋会長 

 

 

 

 

 

 

鈴木地域づくり課

長 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、ただいまより、花巻市男女共同参画審議会を開会いたします。 

初めに高橋会長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

 

 

年度末のご多用のところ、お集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

本日は第２次基本計画の終了、それから前回の審議会でアナウンスがありました、新

しい第３次基本計画のスタートに当たって、花巻市の基本方針を伺いながら、それに

つきまして、多方面の分野からの代表者としてお集まりいただいておりますので、委

員の皆様から、忌憚のない質問・意見等をお伺いできると良いと思います。皆様どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。続きまして、議事に入る前に委員の交代についてご報

告をいたします。本日皆様のお手元に名簿をお配りしておりますが、そちらの方をご

覧いただいきたいと思います。 

委員名簿５番花巻農業協同組合より、前任の石黒竜也委員に代わり、佐藤道輝委員

に変更となっております。 

委員名簿 14 番花巻青年会議所より、前任の安部修司委員に代わり、佐藤貴哉委員

に変更になっております。 

任期につきましては前任の残任期間となりますので、令和５年５月 31 日までとな

っております。 
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３ 審議 

 

高橋会長 

 

 

 

藤村地域づくり課

市民協働係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは議事に入ります。花巻市男女共同参画推進条例第 15 条第２項により、こ

こからは会長に進行をしていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

はい、それでは審議に入りたいと思います。審議事項の第１番目は第３次花巻市

男女共同参画基本計画策定についてということです。まずは事務局より、資料に基

づいて説明していただきます。どうぞよろしくお願いします。 

 

それでは説明をさせていただきます。花巻市地域づくり課の藤村と申します、よろ

しくお願いいたします。 

まず、資料 No.１「第３次花巻市男女共同参画基本計画の策定方針（案）について」

をご覧ください。 

１ 基本計画策定の趣旨でございますが、花巻市男女共同参画基本計画は花巻市男

女共同参画推進条例第８条「市長は男女共同参画の形成を促進するため、基本的な計

画（基本計画）を策定するものとする。」という条文に基づき策定しているものにな

ります。委員の皆様には昨年８月、第２次花巻市男女共同参画基本計画に基づく施策

等の実施状況について年次報告を審議していただきましたが、この第２次計画、現計

画になりますが、こちらは平成 28 年３月に策定したもので、令和５年度をもって計

画期間が満了となりますことから、令和６年度から施行する第３次計画を策定する

必要があります。これまでの取り組みの成果と課題、市民の意識及び社会経済状況の

変化等を踏まえ、男女共同参画社会の実現に向けた取り組みを推進するために、第３

次計画を策定しようとするものです。 

続いて、２ 計画策定の基本的な考え方についてご説明をいたします。（１）第３

次花巻市男女共同参画基本計画は、第２次花巻市まちづくり総合計画との整合を図る

とともに、国の第５次男女共同参画基本計画、岩手県のいわて男女共同参画プラン及

びいわて配偶者暴力対策推進計画を勘案して策定いたします。ちなみに、まちづくり

総合計画とは、市の今後のまちづくりの方向性や将来像を示す、市の最も基本となる

計画でありまして、第２次まちづくり総合計画は令和６年度より施行予定です。第

３次計画策定に当たっては、市民の意識や社会経済状況の変化等を踏まえ、新しい考

え方、例えば、ＳＤＧｓについての視点を盛り込みたいと考えております。 

なお、現計画には性的少数者への差別や偏見の解消に向けた取り組みや、「女性の

職業生活における活躍の促進に関する法律」に基づいた取り組み等が既に取り入れら

れており、第３次計画の策定においても、この考え方が大きく変わるものではないこ

と、また、現計画の成果指標等から目標が達成されているとは言えず、引き続き取り

組みが必要な目標もあることから、一部新たな目標を加え内容を整理しつつ、基本的

な考え方は現計画を踏襲するものとしたいと考えております。 

次に、（２）本計画は国の男女共同参画社会基本法第 14 条第３項に定められている

市町村の男女共同参画計画であるとともに、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の

保護等に関する法律」、いわゆるＤＶ防止法の第２条の３第３項に定める市町村の基

本計画を包含したものであり、さらに「女性の職業生活における活躍の推進に関する

法律」第６条第２項に定める市町村の推進計画と位置づけております。このことにつ

きましては、資料 No.１の裏面に法令・条例との関係で関連部分を抜粋しております。

（４）、（５）についてご参照ください。先ほど国の計画や県の計画を勘案して第３次

計画を策定すると申し上げましたが、それぞれの法律で「国や県の計画を勘案して、

市の計画を策定するよう努めなければならない」と定められていることによるもので

す。 
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なお、ＤＶ防止法の市町村計画を包含し、「女性の職業生活における活躍の推進に

関する法律」の市町村推進計画に位置づける計画とすることは、第２次計画である現

計画と同様となっております。このことについては、皆さんのお手元にお配りして

おります、第２次計画の黄色い概要版の資料をご覧いただき、１枚めくっていただき

ますと、２ページ目の右側の方に計画の基本的な考え方の説明がございます。そちら

の２、計画の目標 中段になりますが、その下の方に※印で説明が２つございまして、

こちらを見ていただくとわかりやすいと思います。ちなみに、※印の１は基本目標 4

を「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」第２条の３第３項に

定める「市町村基本計画」とし、この計画の名称を「花巻市配偶者暴力防止対策基本

計画」としておりますし、※印の２には、この計画全体を「女性の職業生活における

活躍の推進に関する法律」第６条第２項に定める市町村推進計画に位置づけ、花巻市

男女共同参画基本計画と一体として施策を推進します、としているものです。 

次に、（３）計画期間につきましては、令和６年４月１日から令和 14 年３月 31 日

まで、現計画と同じく８年間を計画期間としたいと考えております。理由といたしま

して、先ほど申し上げましたが、第２次まちづくり総合計画、こちらも計画期間を

８年間としており、今回策定する第３次男女共同参画基本計画は、この総合計画の男

女共同参画に関連する分野を具体化して推進するものであるため、計画期間を合わ

せるものです。 

次に、（４）策定スケジュールについてです。スケジュールの詳細は裏面をご覧く

ださい。詳細については後ほどご説明をいたしますが、男女共同参画基本計画は市

の議会基本条例第15条に規定された議会の議決を要する計画となっていることから、

委員の皆様に計画を審議いただいた後、令和６年３月議会での議決を経て策定する

こととなっておりますことをご承知おきいただければと思います。 

続いて、３ 策定体制についてご説明をいたします。こちらについては、資料 No.

２「花巻市の男女共同参画の推進体制について」を併せてご覧ください。資料 No.２

の中ほどより下に、計画の推進体制を記載してございます。（１）男女共同参画幹事

会は庁内組織でありますが、こちらは庁内での計画についての意見交換や情報提供

を行いながら共通認識を持って進めていきたいという考えから記載しております。

審議会の皆様にお示しする計画素案の検討などを行いたいと考えております。続い

て、（２）男女共同参画審議会ですが、男女共同参画審議会は、花巻市男女共同参画

推進条例第 13 条において「男女共同参画推進に関する基本計画の策定及び変更に関

すること」、「その他施策の基本的事項及び重要事項に関すること」を調査審議するた

めに設置されておりますことから、委員の皆様に計画案についてご審議いただき、諮

問に対する答申をお願いしたいというものです。 

裏面に移っていただきまして、４ 策定スケジュールの詳細をご説明いたします。

まず、本日３月 20 日は、第３次計画の策定に向けた市の考え方についてご説明をさ

せていただくため、お集まりいただいております。続いて、令和５年５月下旬から

６月下旬には第３次計画に市民の皆様の声を取り入れるための市民アンケートを実

施する予定としております。この市民アンケートについては、参考に資料 No.４とし

て案をお付けしております。表記やレイアウトなどが変更する可能性がございます

が、設問の内容、方向についてはこのとおりとしたいと考えておりまして、委員の

皆様にご参考としてお示しするものです。このアンケートについて少し詳しくご説

明いたしますと、まず対象は満 15 歳以上の市民の方を無作為に抽出し、男女比は半

々、年代は 10代から 70 代までの各年代から 300人ずつ、計 2,100 人の方を対象とし

て実施します。アンケートを行うことにつきましては、事前に広報により周知した

のち、対象の方々にお送りするものです。説明については、市民意識の経年変化を見

たいという考えから、現計画を策定する前の約８年前のアンケートと大幅には変え
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ておりません。一部の表記やレイアウトなどが変更する可能性がございますが、設

問の内容、方向性についてはこのとおりと考えておりまして、委員の皆様に参考と

してお示ししたものになります。スケジュールの順番が前後しますが、このアンケ

ートの集計・分析は７月中、そして９月を目途に市民アンケートの結果を市のホーム

ページで公表したいと考えております。令和５年６月に戻りまして、男女共同参画

審議会は、令和５年度の第１回目を６月に開催予定です。こちらについては、現委員

の皆様の任期が令和５年５月 31 日となっておりますことから、委嘱替え後の初めて

の会議となります。内容といたしましては、計画の策定方針の協議、それから素案

の検討となります。続いて、８月には第２回目の男女共同参画審議会を開催予定で

す。こちらに年次報告とありますが、年次報告は現計画である第２次計画に係る施策

の実施状況について、例年皆様にご審議いただいているものになります。資料 No.３

に年次報告から抜粋した現計画の成果指標をお示ししておりますが、年次報告によ

り令和４年度の市の現状を踏まえ、第３次計画の策定状況について事務局から中間報

告という形で、６月の第１回審議会でいただいた意見を踏まえた計画案をお示しし

たいと考えております。 

続きまして、令和５年９月から 10 月に移りまして、ここでは３団体からの意見聴

取を実施予定です。関係団体として現段階で想定しておりますのは、現計画策定の

際の意見聴取を行った団体として「花巻市女性団体ネットワークの会」、このほか、

新たにご意見をいただく団体として、資料 No.２の計画の推進体制の中にもありまし

た「花巻市男女共同参画推進員」と、若い世代の視点を取り入れたいということから、

市内の若者団体、こちらはまだ案ではございますが、例えば 20 歳の集いの実行委員

会などを想定しておりまして、各団体１回ずつ、計３回を予定しております。 

続いて、令和５年９月下旬から 10 月下旬にはおよそ１ヶ月間にわたり計画素案に

ついてのパブリックコメントを実施し、市民の皆様から広く一定意見をいただく予

定です。 

続いて、12 月中旬に最終報告といたしまして、パブリックコメントの結果を反映さ

せた計画案について、第３回目の男女共同参画審議会を開催し、市長からの諮問、

そして 10 月下旬の諮問に対する答申を皆様からいただきたいと考えております。そ

の後につきましては、令和６年１月には答申を踏まえ、案の調整を行いまして、令

和６年３月の市議会定例会に上程し、議決を経て策定、公表する予定となっておりま

す。また、先ほど議決すべき計画が指定されていると申し上げましたが、以前は地方

自治法により市町村が定める計画のうち、議決すべき計画として、総合計画などが

定められておりましたが、地方分権の観点から、平成 22 年に地方自治法の改正が行

われ、議決すべき計画は市町村が条例で自ら定めることとされまして、花巻市議会で

は４つの計画を指定しており、そのうちの１つがこちらの男女共同参画基本計画と

なっているものです。 

なお、内部のことでありますので、スケジュールには掲載しておりませんが、男女

共同参画の視点は市の施策全般で必要なものであり、各課機関でも男女共同参画基

本計画を推進していく必要があることから、施策や成果指標等につきましては庁内

での意見を求めながら調整を行っていきます。また、幹事会につきましても随時開

催をいたします。 

以上で事務局からの説明とさせていただきます。本日は第３次計画策定に当たっ

ての基本的な考え方やスケジュール感についてご説明をさせていただきました。計

画の中身について、現計画である第２次計画と第３次計画の比較案等の、委員の皆様

に具体的にご意見をいただく、たたき台となるものにつきましては、次回６月の審議

会にお示しする予定でございます。駆け足で説明させていただきましたが、ご意見

や質問等がございましたら、ぜひお願いしたいと思いますので、どうぞよろしくお
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高橋会長 

 

 

 

 

 

早野副会長 

 

 

 

 

高橋会長 

 

早野副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋会長 

 

 

 

熊谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木地域づくり課

長 

 

 

 

 

 

願いいたします。 

 

はい、ありがとうございました。以上のような説明がございましたが、委員の皆

様におかれましては、ご質問やご意見等ございましたら、忌憚のないところをお伺

いしたいと思います。年次報告の審議と違い、目標毎に意見を求めるものとは違うよ

うですので、誠に申し訳ございませんが、この名簿順にご意見をお伺いしたいと思い

ます。それでは、まず早野こずえ委員、お願いいたします。 

 

早野こずえと申します。平成 27 年の現計画の基本計画検討委員会の公募委員で関

わらせていただいて以来、お世話になっております。事務局の方から説明いただい

たことはそのとおりでよろしいと思います。会長、ここでこの基本計画に対する意見

を申し上げてよろしいですか。 

 

はい、どうぞ。 

 

この会議が始まる前に会長ともお話ししていたのですが、現計画策定に関わった

ときにはあまり思わなかったのですが、資料№２の中ほどにあるスローガンについ

て、この黄色いパンフレットの表紙にも赤い字で書いてありますが、「男女（みんな）

が互いに認め合い、ともにきらめくまち」とあるのですが、この「きらめく」という

表現は、多くの自治体が使っている表現でありまして、今思うと非常に分かりにくい

ので、個人的な意見ではありますが、変えた方がいいのではないかと思っています。

例えば、「男女（みんな）が互いに認め合い、ともに生きるまち」ですとか、「とも

に暮らすまち」ですとか、「ともに支え合うまち」ではいかがでしょうか、というこ

とをご提案したいと思っています。分かりやすくすると、「ともに生きる」とか、「と

もに支え合う」とした方が、市民にも浸透しやすいかなと思います。「きらめく」と

いうのは、あまり現実的な話ではなく、かなり多くの自治体が使っている、分かりに

くい表現だなというところを感じております。私からは以上です。 

 

現計画の概要版のパンフレットの前にも書かれておりますが、基本的なスローガ

ンの表現をもう少し分かりやすくしたらいいのではないか、というご意見です。それ

では続きまして熊谷久委員お願いいたします。 

 

花巻労働基準監督署の熊谷でございます。いつもお世話になっております。直接、

女性の活躍を推進するという部署ではないのですが、労働局の方で労働関係や女性

の労働関係というのがございますので、委員として出席させていただいているのでは

ないかと考えております。計画の内容については無理がないものだと思いますが、ア

ンケートの実施について、2,100 人と計画されていますが、回収について、どれ程の

見込みがあるのか、回収方法をどうするのか、ということがあれば教えていただきた

いと思います。 

 

それでは事務局よりお答えいたします。アンケートにつきましては、前回８年前の

人数でもございまして、2,100 人を予定してございます。今回、紙のアンケート以外

にもＱＲコードをつけてＷｅｂでの回答も可ということとし、Ｗｅｂ回答も併用した

上で大体 52％ほどの回答を想定しておりました。そうしますと 1,100 名ほどの方々

のご意見が伺えるということで考えておりました。ただ、前回につきましては 41.6%

の回答率でございましたので、回答率を上げる工夫をして、皆さんのご協力をいただ

きながら、少しでも回答率が高まればと思っております。 
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こちらの緑の第２次花巻市男女共同参画基本計画の冊子を眺めておりましたら、最

後の方に前回のアンケートの詳細な数値とかやり方とか、非常に綺麗にまとめられて

いるようでございます。大体このような形で行われるということですね。それでは続

きまして、氏家潤委員よろしくお願いします。 

 

花巻警察署の氏家でございます。先ほど事務局からありました策定方針案はこの

とおりで非常に良いかと思います。意見といいますか、思ったこととして、ＤＶ防止

法に関して、施策の実施に関する基本的計画を定めるように進めなければならないと

いうところで、こちらも取り組んでいかれるかと思われます。最近思ったのは、男女

共同であるとか男女平等という視点なのですが、特にＤＶの場合、一般的にはやはり

男性から女性への暴力という加害行為が大多数を占めるわけですが、中には、女性

から男性への暴力という事案も散見されますし、あるいは、同性同士のカップルによ

るトラブルやＤＶということも中にはありますので、そういった視点も盛り込んで計

画策定の参考にしていただければと思います。以上です。 

 

ＤＶについて、女性から男性、それから同性同士という事案も出てきており、そこ

のところも考慮するべきだというご意見と拝聴しました。これは次の議題になりま

す、同性パートナーシップにも関連するところだと思われます。それでは続きまして、

佐藤道輝委員、お願いいたします。 

 

はい、花巻農協企画課の佐藤と申します。この審議会の流れについてあまりよく理

解しておらず、基本的な質問で申し訳ございませんが、第３次の計画は来年度から始

まるという形でしょうか。 

 

第３次計画につきましては、令和６年度からということで予定しております。詳細

に言いますと、令和６年の３月の議決を目指しているというところでございました。 

 

今までもされていたかと思うのですが、第３次計画の中身につきましては、市民の

声などを伺いながら、計画に反映していくような流れなのでしょうか。 

 

市民参画の手法をとりまして、皆様からあらゆる手段で、アンケートやパブリック

コメント、関係団体からの意見聴取、そういった手続きを踏んだ上で決めていくもの

でございます。 

 

わかりました。 

 

ありがとうございます。続きまして、阿部睦春委員、お願いいたします。 

 

私は花巻商工会議所青年部の令和４年度の会長を務めさせていただいております、

阿部睦春と申します。実は、私は任期があと 10 日ほどということで、次の令和５年

度の会長が小田島裕樹と申しますので、そちらの方にしっかり引き継いでいきます

のでよろしくお願いします。私の方は基本計画のことに関しては何も意見はござい

ません。このような方向性でいいのではないかと思います。あと、青年部の状況をお

伝えしますと、ここ１年で女性会員が３名増えまして、約 125名の会員がいるのです

が、その中の 11 名が女性になっており、結構女性が進出してきているなと感じてお

ります。日本の商工会議所青年部の来年度の令和５年度の会長も、高松の女性です。



7 

 

 

 

 

 

 

高橋会長 

 

 

小原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋会長 

 

 

多田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋会長 
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女性がすごく活躍してきている、どんどん前に出てきているという印象をすごく受け

ています。我々の青年部の方も、来年度は女性会員 11 名中、ここにいる早野こずえ

さんを含めて３名が役員に入ります。これは私の想像なのですが、おそらく、ここ５

年のうちに、初の女性会長が出ると思っています。早野さんになっていただければい

いなと思っています。現状報告ということで、以上です。 

 

ありがとうございました。ますます活躍されるようよろしくお願いします。続き

まして小原賢委員、お願いいたします。 

 

花巻市校長会から参りました小原と申します、よろしくお願いします。学校の方で

の男女共同は進んでおりまして、数年前から名簿を男女で分けることはしておりま

せん。例えば、健康診断という場合には必要に応じて別名簿を使いますが、基本的に

同じ名簿ということで子供の意識を変えるよう進めております。学校現場の方からこ

の計画の新しい方針についての意見はないのですが、もし新しい方針が決まりまし

たら、可能であれば子供向けのリーフレットというようなものを作成していただけ

れば、それを基に学校の方で意識を高めていく取り組みもできるかと思いますので、

お願いしたいと思います。人事異動の時期ということで、私は現在笹間第二小学校で

すが、なくなりますので、委員が変わると思います。そのあたりも含めて引き継いで

まいりたいと思いますので、よろしくお願いします。以上です。 

 

若い人たちの意識改革というのが一番重要なところにあると思います。引き続きま

して、多田恵委員お願いいたします。 

 

私は花巻私立幼稚園協議会の方からささま幼稚園長として参加させていただいて

おります、多田と申します。第２次花巻市男女共同参画基本計画の冊子の資料に現計

画策定時のアンケートの結果がありまして、92 ページの家事を主に誰が担っているか

というというところですが、すごく興味深いなと思って見ておりました。やはり子供

たちに携わっておりますので、設問中、育児に関する役割分担を見てみますと、平成

15 年の調査は 60.6%の方が該当なしで、平成 26 年の調査では 31.9%の方が該当なし、

とすごく大きな変化となっていますので、子育てをされている方に向けてのアンケー

トなのか、お子さんのいる方・いない方は関係なくアンケートされているものなのか

が気になりました。お母さん方のお仕事の関係が関わってくるところだと思いますの

で、あとはお父さん方の協力がどのくらいという部分も、面白い数字が出ているなと

思っておりました。あと、パンフレット等ができましたら幼稚園とかの方でお配りで

きれば、お母さん方も幼稚園から配布されたものに関しましては、きちんと目を通し

てくださっている方が多いので、園としてもお知らせできるところは協力できればい

いなと感じておりました。以上です。 

 

アンケートの内訳的なものはございますか。 

 

今回審議いただいております男女共同参画基本計画についてのアンケートにつき

ましては、前回の手法を参考にしておりまして、15 歳から 19 歳までの方々が 300 名

ということで、若い方々につきましては多くの意見をいただく配分にはしているので

すが、20 歳から 29歳までの方々は 300 名と、20 代を超えますと 10 歳毎に、300 名ず

つを予定しております。男女別につきましては各世代 150 名ずつ、子育て中の方を選

ぶということではなく、住民基本台帳から無作為抽出する予定です。ただ、アンケー

トの中身でご家庭についての設問などを入れまして、ご結婚されている方については
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家事の分担はどうなっているかなど、そういったところをお答えいただいて、それを

分析するという予定でおりました。 

 

ありがとうございます、よろしいでしょうか。それでは続きまして、工藤直人委員

お願いいたします。 

 

皆さんこんにちは。岩手県看護協会からまいりました工藤でございます。よろし

くお願いいたします。男女共同参画の基本計画、方針等に関しましては、今ご説明い

ただきまして理解をいたしました。私からこうあるべき、というようなことはありま

せんでしたので、そういったところに関しては特に発言はございません。看護の職

場として、この前回のアンケート結果の 91 ページ、92 ページを見ますと、ご家庭の

役割に関しては平成 15 年と 26 年を比較すると動いているという状況を見ました。我

々の職場ですと、職業の内容の関係上、比較的男性も多く家事等の分担がなされてい

るということを、日頃病棟の管理をしておりますと感じるところです。各々のやり方

でお互いの仕事の日々をクリアしていくというところでは、現状に見合った分担がな

されているのかなと思います。特に６番目の「介護が主に夫」というところが 61.7%

というところは少し意外でしたが、男性も少しずつ、また積極的に、家庭の役割を担

っているのだな、担うべきだな、ということも感じたところです。以上でございます。 

 

どんどん役割分担、理解も広がっているようだというご意見を伺いました。続きま

して、伊藤澄枝委員、お願いいたします。 

 

民生委員児童委員協議会からまいっております、伊藤澄枝でございます。よろしく

お願いします。まずは、先ほど副会長がおっしゃられた、「きらめくまち」を「とも

に生きるまち」などに変えるということに賛成です。男女が認め合って過ごしていた

り、支え合って生きていたりすれば、当然きらめいてくるのではないかと思いますの

で、言葉はその方が分かりやすいのではないかと思って聞いておりました。あと、資

料№４のアンケートの後ろの方に、性的少数者の理解について、初めて市民の皆さん

にお聞きする部分を入れたということはすごく良かったと思います。最近、私もＬＧ

ＢＴの研修会があったので参加させていただきました。自分が分からなかったことが

理解できたのか、本当に心から理解できているのか、というとその辺はまだこれから

少しずつ理解したいところではありますが、そういうふうな思いをまず伝えていか

ないといけない、ということをすごく感じています。今までは高齢者に優しいまちと

か、認知症の方にやさしいまちとか、男女支え合えばいいまちになると思っておりま

したが、ＬＧＢＴの研修に参加したことで、性的少数派の方たちにも優しいまちであ

れば、花巻市も本当に素敵なまちになるのではないかと思ったので、このことを今回

のアンケートに入れて、これからの計画にも盛り込んでいっていただくことが、すご

くいいなと思っています。 

 

いろいろな問題が出てまいりまして、「男女」という枠にとらわれず、多様化して

いるという現実を反映していくべきだろうという意見とお伺いしました。よろしい

でしょうか。それでは、続きまして晴山淳子委員お願いいたします。 

 

花巻市地域婦人団体協議会の晴山淳子といいます。よろしくお願いいたします。 

基本計画につきましては大幅に変わるものではないと思いますので、大きなポイント

をこれから皆さんで話し合って、必要なところだけ変えていくような感じでいいか

と思います。今、私の年代で問題となっているのは、女性団体や女性グループの会員
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の減少です。そもそも結婚するかどうかから始まり、家庭を選ぶか、仕事で生きてい

くか。結婚しないと子供も増えませんし、花巻市民も増えません。それが少子高齢化

に繋がってくと思います。結局介護するのは女性が多く、男性は仕事、女性は介護、

というような感じで、仕事の犠牲になっているのは女性ではないかと、未だにそのよ

うな状況にあります。そうした観点から見ても、第２次計画の際のアンケートの調査

報告書には、第１次計画の際のアンケート調査と比較したものが掲載されております

が、第３次計画のためのアンケート調査についても、その推移や、どのぐらい成果が

上がっているかというところが見えるものを市民に示したら良いと思います。以上で

す。 

 

家庭生活の方では、伝統的な形といいますか女性の負担がまだまだ大きい。ただ、

それが改善されている様子というものを市民の方にも分かるような形でアピールし

た方がいいのではないかと、いうご意見とお伺いしましたが、それでよろしいでしょ

うか。個別的な事項は後ほど検討するといたしまして、それでは、佐藤貴哉委員、お

願いいたします。 

 

皆さんこんにちは、花巻青年会議所から参りました佐藤と申します。第３次計画に

関して、進め方については皆さんもおっしゃっていましたが、このとおりに進められ

るのがよろしいのかなと思って拝聴しておりました。１点、お伺いしたかったことと

して、総合計画と同じく８年スパンで計画するということでしたが、８年先の見通し

を立てることは結構難しいと思います。何かの折で見直しや、変更をかけることもあ

るのかどうかをまずお伺いできればと思います。 

 

総合計画と整合して作っていくということで考えておりますが、もちろん社会情勢

が変化すれば、考え方、進め方、事業等も見直しをしなければならないと考えており

ます。総合計画は８年間ですが、長期ビジョン、アクションプランに分かれておりま

す。総合計画のアクションプランは８年間をいくつかの期間に区切って事業を見直す

時期もございますし、毎年の事業見直しも行います。その都度、現状を分析して有効

的な政策を展開していくということで、もちろん予算措置等も必要になってくるわけ

ですが、毎年状況を分析しながら変更していく可能性もある、といいますか、そうし

ていかなければならないと思っております。 

 

ありがとうございます。基本方針というよりもアクションプランをブラッシュアッ

プしていくということで理解しました。男女共同参画というものは、事務局の方がお

っしゃっていたとおり、どこの項目にも関わってくるところだと思いますので、都度、

時代に合ったものにといいますか、メンテナンスされていくのがいいのかなと思っ

て拝聴させていただきました。ありがとうございました。 

 

長期間の計画ですので、途中で現状を反省しながらいろいろと工夫していくとい

うふうにお伺いいたしましたが、よろしいでしょうか。それでは審議事項の議題の

（１）第３次花巻市男女共同参画基本計画策定について、これについての質問意見こ

れをひとまず終了したいと思います。 

続きまして、（２）その他に移りますが、同性パートナーシップ宣誓制度に関わる

当市の考え方について、ということで事務局より説明いただきます。 

 

それでは事務局より説明をさせていただきます。皆様にお配りしております資料

No.５「パートナーシップ制度に係る市の考え方について」をご覧ください。ご存知
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の委員も多いと思いますが、同性パートナーシップ宣誓制度とは同性のカップルな

どの関係を自治体が認めるものになります。岩手県内におきましても、令和４年 12

月に一関市が制度を開始しているほか、令和５年５月から盛岡市が制度を開始するこ

とを表明しております。本市におきましては、こうした県内自治体の動きのほか、

令和４年６月議会で同性パートナーシップ制度導入についての一般質問があったこ

ともあり、情報収集を進め、東北地方で初めて制度を導入した青森県弘前市の視察な

ど、内部で制度導入についての検討を行ってまいりました。そして今年に入りまし

て、令和５年２月 24 日の施政方針演述で、市としての考え方を市長が述べておりま

すので、委員の皆様にこの場をお借りして共有させていただきたいと思います。資

料にございますのは、施政方針演述を抜粋したものですので、このまま読ませてい

ただきます。市長演述の令和５年第１回、令和５年３月議会より抜粋したものになり

ます。市長は地域づくり分野について方針を述べており、その中で触れているもので

す。 

「同性パートナーシップ制度につきましては、県内各自治体でも制度の導入を導

入に向けた検討の動きが出てきており、当市においても検討を始めております。現

在、国においてもＬＧＢＴ理解増進法案が検討されており、その内容にパートナー

シップ宣誓制度などを含めた内容となった場合においては、市独自の制度策定の必

要はなくなることも想定されます。しかし、国はそのような立法を早急にするかど

うか、現時点においては明確ではないところでありますし、今の案ではパートナー

シップ宣誓制度は入っていないと理解しているところであります。また、県が条例で

定める場合も、市の条例が必要であるかどうかわからないところでありますことか

ら、国及び県の動向を注視しつつ、市独自の制度の導入が必要と考えられる場合に

当たっては、制度の導入について市民全体の理解を得る必要があるとの認識のもと、

市当局だけで決定する要綱ではなく、条例の整備が必要ではないかと考えていると

ころでありまして、条例整備に向けた検討をさらに進めているところであります。」 

このように市長が述べております。この中でポイントといいますか、委員の皆様に

ご承知おきいただきたい部分が、下線部にもあります「市として制度導入が必要と考

えられる場合は、条例で整備する」という部分になります。パートナーシップ制度を

導入している自治体は東京都渋谷区とNPO法人虹色ダイバーシティによる合同調査に

よると令和４年 12月 31日時点で 255の自治体になっております。ただ、その中の大

部分は、内規である要綱を根拠としたものであり、条例で整備している自治体は全

国で 10 数自治体のみとなっており、現時点では東北では条例で導入している自治体

はございません。条例としたい理由につきましては、令和５年３月議会の一般質問

の答弁で市長が述べておりますが、「公的機関である市が性的少数者のカップルの方

々をパートナーとして認証することは当事者の方々にとって大きな意味があり、ま

た、民法及び戸籍法の考え方を大きく変える結果ともなるものであると考えることか

ら、市としては、市当局が作成する要綱又は規則ではなく、市民の方々のご意見を幅

広く聞いた上で、憲法及び地方自治法に基づき市に制定の権限が与えられている条

例で定めるべきものではないか。」という考えによるものです。 

ただし、国や県において制度の導入が進まないという条件がある場合でございま

して、現段階では国や県の動向を伺っている状態であるため、いつまでに制度や条

例を整備するかという話には至っておりません。しかし、国や県の整備が進まない場

合には、整備に向けて委員の皆様をはじめ、市民の方々の声を聴くこととしたいと

考えておりまして、その際にはご協力をお願いしたいと思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

以上で、その他についての説明とさせていただきます。この件につきまして、ご質

問やご意見などがございましたら、お聞かせ願いたいと思いますので、よろしくお願
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氏家委員 

 

 

いいたします。 

 

はい、ありがとうございました。市の考え方や同性パートナーシップ制度に対して

のご意見がございましたら、お伺いをしたいと思います。あるいは質問でも結構でご

ざいます。これも意見のある方にお伺いすればいいのですが、せっかくお集まりです

ので皆さんに順次ご意見をいただきたいと思います。まずは早野こずえ委員、お願い

いたします。 

 

今お話を伺った中で、資料５の下線部分で「市民全体の理解を得る必要があるとの

認識のもと」という考えがあるのでしたら、やはり人権教育とか、私も小中学校のＰ

ＴＡに関わらせていただいていますが、そういうところですとか、一般市民の幅広い

層に浸透する必要があると感じています。あともう１つ、気になったのが国や県の動

向を伺いながらというお話があったのですが、それも１つの考え方ではあると思いま

すが、実際、花巻市民の方から、ＬＧＢＴの方から、何か声が上がっているのかどう

かということがあれば、そういうことに答えていく、対応するという姿勢も必要では

ないかと思います。例えばカナダですとか、国によってはＬＧＢＴが住みやすいとこ

ろに皆が移住したり、ということもありますし、シアトルなどは市長が同性愛者であ

ったりだとか、いろいろなところがあります。資料５の下線部で気になったところは

今申し上げたところです。それを踏まえて、前回の審議会のときでしたでしょうか、

例えば男女共同参画の推進員やサポーターが地域で寸劇をやったり、フォーラムを開

いたりしているがなかなか浸透しない、という話があったと思います。あとは、○○

中学校では実施したとか、ピンポイントだったのですが、例えば教育委員会にそれを

お願いしてもう全部の学校に同じような事業をするとか、何かもう少し、一歩踏み込

んだ具体的な取り組みが必要になってくるかなと。ＬＧＢＴに関わらずですが、感じ

ています。 

 

最近、ウガンダからの同性愛者が難民認定されたというのがございましたね。あれ

は母国の方では刑罰の対象となるということで、論議を呼んでいるところがありまし

た。そのような変化もありますが、続きまして熊谷久委員、お願いいたします。 

 

ちょっと難しい問題だなと思っておりまして、資料にもありますように市民全体の

理解といいますか、そういう声が出てくるのであれば、先ほどのお話の中でもありま

したが、教育だとかそういうものを進めていく中で自発的にそのような意見が出て

くるというのであれば、取り組んでいく。それも進めながら意見が出てくるのであれ

ば進めていく、ということがいいのではないかと思います。なかなか経験ではいい、

悪いと言うのが言いづらいところがあります。あと、そのような制度を望む声が実際

に市の方に来ているのかどうかというのもわからないものですから、その辺も踏まえ

て導入を検討されたらいいのではないかなと思います。 

 

なかなか即答、というものが難しいものではあると思いますが、市民の理解を得て、

あるいは現状のニーズがあるのかどうかということも踏まえながら慎重に考えてい

った方がいいのではないかというご意見だと伺いました。それでは続きまして、氏家

潤委員お願いいたします。 

 

私はこのパートナーシップ制度やＬＧＢＴという問題についてあまり詳しいわけ

ではないのですが、１つの意見として申し上げます。昨年、私の前任者からこの審議

会委員を引き継がれる際に市の方から説明を受けたとき、例えばＬＧＢＴという言葉
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や現状が広がってくると、男女共同ということ自体が意味を成さないのではないか、

そもそも男女という括りそのものが無効となったら、男女共同参画という自体が意味

を成さないのではないか、という考えが堂々巡りになったところもありまして、その

辺りの整理もした方がいいのではないかということを意見として申し上げました。基

本計画は８年スパンということであれば、おそらくこれからの８年間でＬＧＢＴや同

性パートナーシップの考え方も大分進むと思われます。その年ごと年ごとにパートナ

ーシップ制度を採用している自治体は増えていくかと思いますので、この男女共同参

画基本計画の中でパートナーシップやＬＧＢＴをどのような位置付けにするかとい

うところは、年ごとに精査した方がいいのではないかと思いました。あと、素朴な疑

問で、市長演述で同性パートナーシップ、パートナーシップ宣誓制度とあるのです

が、パートナーシップ制度とパートナーシップ宣誓制度って何か違うものなのか、と

気になりました。 

 

先進自治体におきましても、それぞれのやり方といいますか考え方がありまして、

例えば渋谷区のような最初に導入したようなところではパートナーとして自治体が

認める際に、公正証書の提出を求めることになっています。渋谷区のように、裏付け

といいますか、申請・申し出ではなく、ある程度保証された書類を求めるところもあ

れば、弘前市のように市役所で「私達のパートナーとしての関係を認めてほしい」と

いう宣誓を受けるという方式をとっている自治体もございます。パートナーシップ

宣誓により受けられるメリットは自治体それぞれ決めることですが、まずはそこの最

初の入り口のところの手法が自治体によって異なるというものでもございます。新聞

記事等ではパートナーシップ制度と表記しているところもありますが、それぞれの自

治体の決め方によりまして、認定の要件や受けられるメリットがバラバラの状態で

す。国の方で統一した制度を作ってほしいという声は全国自治体からも上がっている

のですが、各自治体でまずスタートしている制度としては、その自治体ごとに決める

制度ということになっております。 

 

ここまで３名の方から質問も出ましたので、今のうちに説明させていただきます。

課長が言ったとおり、宣誓制度、あるいは他の制度というように、制度の名称は市町

村によって違っているようです。例えば条例かどうか、それによっても違うのです

が、条例とか要綱があったとしても、国が先に決めた法律であれば日本の国の方々は

全部同じ仕組みになります。岩手県が条例で定めると、岩手県全体が同じ仕組みで動

きます。市町村が条例を定めますと市町村だけの適用になります。ですから、例えば

「花巻市の市民の方に生きづらさを感じないようにするため、多様性を認めるために

仕組みを作りましょう」と言ったとしても、その仕組みは花巻だけのものですから、

盛岡に引っ越したり、釜石に転勤したりすると、対応できなくなります。市長が申

し上げた国の動向や県の動向というのは、そうした意味で、仮に花巻が制度を導入し

たとして、その後、県が制度を作った場合、同じ仕組みであればいいのですが違う場

合もあります。ですから、国や県ではどのようなところまでできるのかとか、何を考

えているのかというところは注視しなければいけない。ただ、花巻市としては、やは

り条例という形できちんと整備して、少しでも生きづらさを感じないようにしてあ

げたい、多様性を認めるという、そういうことで進めたいという意向を持っておりま

す。 

それから、市民からの制度導入についての意見があるのか、ということにつきまし

ては、現状、個別に市民からはございません。ただ、生きづらさを感じている方がい

らっしゃるという話は聞いています。やはりカミングアウトができないとか、私の周

りでも聞いたことがあります。ある統計によりますと、３％から 10％程度の方が性的
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佐藤道輝委員 

 

 

 

 

高橋会長 

 

 

小原委員 

 

 

 

少数者であり、悩んでいる、自分の立ち位置がわからないでいるだとか、そのような

話があります。花巻では、自分からお話するとか、他の市町村みたいに性的少数者の

方々が団体を作るということは今のところないようなのですが、そうした方々がい

るという前提で考えていかなければいけないと思いますし、男女共同参画推進員の方

々の勉強会や、市のセミナーなどで関係者のお話を聞いたりすると、「同感だ」とか

「そういった人もいるようだ」といった話が出ますから、そういうところを合わせて

考えていくということになると思います。 

それから、自治体で何ができるかというお話が先ほど出たのですが、一般的なもの

では、例えば花巻市が認めると花巻市の市営住宅に家族扱いで入ることができる、例

えば県が認めると県立病院で病状を確認するときにパートナーも家族扱いできると

いったことが考えられます。東京の方では民間の保険会社が、市町村がきちんとした

形で承認といいますか、宣誓制度の証明書などを出した場合には保険の受取人なども

家族扱いできる、という商品もできているという話もあります。そのような、何が市

町村できるか、例えば「家族ではないから説明できません」というところがどこまで

できるかとか、今まではこうだったけれども、これからを考えた場合どうできるか、

というのは私達も考えていかなければならないことであると思っています。 

また、踏み込んだ事業展開というのは、今後必要になってくると思います。先ほど

校長会の方からご意見が出ましたが、混合名簿もきちんとされてきて、やはりそうい

う性的少数者の方々に対しての配慮を大事にしましょうという意識は高まっている

という話は聞いているのですが、いずれ今後私達の方でこの制度を考えていく上で

は、受身だけではなく、どのようにして市民に多様性への理解を伝えられるか、その

時には先ほど人権教育が必要だという話が出たのですが、人が人として生きやすい

という姿、人の権利を守るということが大事だと思いますので、そういうところも触

れて話をしていくということで、関係する方々と協議していくことになるのではない

かと思っています。３人の委員からご意見をいただいたところで、お話しさせていた

だきました。以上です。 

 

国単位だとかそういうところでまとまっていないので、自治体によりいろんな表

現が出てきている、それに付随するメリットや適用範囲も違うということがあるよう

です。新型コロナウイルス感染症の影響で、いわゆるパートナーとして認められてな

いところでは、亡くなる際に家族以外は駄目だということで拒否されたという例が報

道されていたようです。東京とかの都市では別かもしれませんが、いわゆるカミング

アウトをして堂々と制度化を要求するといったことは、なかなか難しいのかもしれな

いですね。続きまして、佐藤道輝委員、お願いいたします。 

 

あまりうまくお話できないですが、市民全体の理解を得る必要があるという市長

のコメントがございますので、やはりいろいろな、同性パートナーシップ制度自体に

関するセミナーなど、あるいはそれに関連するような広報とかで、広く市民の皆さん

に訴えていく、ＰＲしていくという部分が大事ではないかと思います。以上です。 

 

ありがとうございました。それでは阿部睦春委員は別用でお帰りになられました

ので、小原賢委員、お願いいたします。 

 

学校というくくりで考えれば、人権教育の一環に「どんな多様性も認め、そして尊

重していく」ということに入ってくるのだろうなと思います。ただ学校の現場で言い

ますと、人権教育という大きなくくりはあるわけですが、その時に何を扱うかという

ことは学校ごとに結構違っていることもあります。もしこのパートナーシップ制度に
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関連して、学校で伝えてほしいということであれば、教育委員会等を通して、ぜひこ

れは学校で触れてくれというふうな枠組みを作っていく必要があるのではないかと

思います。やはり学校としても、少し触れにくい部分ではあるのかなと思います。も

ちろん今の子たちは様々な情報に触れておりますので、言い方は悪いですが、私のよ

うな年輩の者よりは抵抗が少なく受け入れていくのだろうと思います。ただ、学校か

らすると、対応の方で考えていかなければいけないことが増えてくるのは、特に高学

年から中学生に関わってくる、更衣室の問題、トイレの問題というのも様々出てくる

のだろうと思いますので、そういったことを考えながら進めなければいけない。まず

気持ちの部分から、多様性を尊重するという部分はやっていけるわけですが、ハード

面といいますか、具体の取り組みの方では何ができるのか、やはり少し変わってい

かないといけない、それはここから何年かで変わっていくのだろうなと思って、柔軟

に対応できればなと思っております。 

 

なかなか難しい問題になってくると思います。いろいろな対応を考えていかないと

いけないということですね。はい、それでは続きまして、多田恵委員お願いいたし

ます。 

 

私自身、この話題が身近かといいいますと、あまり身近に経験もないですし、この

ような話題が周りにたくさんあるかというとそうではないというのが正直なところ

です。ですから、少し難しい問題だなとは思うのですが、以前の保育に比べると男女

平等というところもきちんと浸透してきており、いろいろな面での柔軟性が保育の中

でも見られてきていると思っております。先ほど小学校の校長先生もおっしゃってい

ましたが、やはり小さい時から、そのような柔軟性というか、多様性を認められるよ

うな子供たちを育てていくことが私達の役目になってくると思うので、そこも考え

ると、私達が柔軟性をもっと持っていかなければならないのかなと思います。先ほど

先生がおっしゃったように、おそらく子供たちの方が、そういうことをすんなりと受

け入れられる子供たちが多いのかなと思うので、社会が変わる中で、子供たちに関わ

っていく自分たち自身が、柔軟に対応していける人間になっていかない限り、これは

難しいのかなとも思います。すぐにどう変わるという話ではないと思うのですが、長

い目で見ながら取り組んでいかないといけないというふうに改めて今日感じたとこ

ろです。すいません、まとまらない話で申し訳ないです。 

 

やはり急にどうこう言われても、戸惑いの方が大きい。しかし８年間の計画をとな

ると、その間にどう変わるのか。そこを考えれば、我々としても何らかの対応を考え

ていかないといけない、そんなふうに伺いました。それでは続きまして工藤直人委員

お願いいたします。 

 

難しい問題ではあると思いますが、2008年にはすでに国連の方で性的指向と性自認

についての宣言が採択された、というようなことを記憶しています。もう十数年経っ

て、国の方で大きな政策といいますか方針が出されないままに、市町村の単位として

いろいろな決め事を独自に行っていくと、転居など、そういった部分で対応できない

状況があるというのは確かにそうだというふうに頷けるところがございました。施

設の方でもごく稀ではありますが、ご家族として同性のパートナーという方のお世話

を受けている方が入院してきたり、通院してきたり、または訪問看護などを通して

そういう生活の実情を見てまいりますと、やはり同じく、等しくその医療を受ける対

象者は、実際にそのパートナーを頼りにしていかないといけない状況がありますので

、今このご時世でいろいろ問題となっておりますが、現場としてはあまりそこは分け
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高橋会長 

 

 

 

隔てなくお願いをしているという状況です。ですから、報道にあったようにコロナの

状況の中で実際にご家族に限定して面会というところで外されてしまったというこ

とも現場では戦慄が走るような状況ではあったのですが、そうならないように細心の

注意を払いながら、私どもの職域としてはよく家庭の背景や実情を理解をしていくと

いうところ、価値観を認め、肯定的にお話を進めていくというのが地域医療の分野で

の進む道なのかなと考えております。以上です。 

 

見えないところも、家庭の状況とか現場を回ってみると、いろんなケースがある。

そういうふうな辺りもサポートできるようなことが必要ではないかというご意見だ

と伺いました。よろしいでしょうか。それでは伊藤澄枝委員、お願いいたします。 

 

はい、私もＬＧＢＴの方が側にいるとかということはないので、テレビとかでは見

ていてもあまり深く考えたことはなかったのですが、研修でお話を聞いたことによ

って、理解し伝えたいと思いました。ですから、おそらく私のように初めて研修を聞

いたり、ＬＧＢＴに詳しい方のお話を聞いたりすることで、１人でも理解する、理解

しよう、と思う人ができることがまず一番の道なのかなと思います。１回で全員に理

解しましょうと言っても難しいと思うので、相談できたり、ＬＧＢＴの人の話を聞く

ことができる人を少しでも増やしておけば、カミングアウトしたり、ちょっと相談事

があったときに、「この人に相談しても駄目だな。」と思われずに、「聞いてもらって

良かった。」と思えるような、そんな感じで進めることから始めないとなかなか難し

いのではないか思います。あと、この第２次花巻市男女共同参画基本計画の概要版で

は、「男女がお互いに認め合い」という文章の上に、「みんな」がとふりがなが書いて

あるので、きっと遠い未来は「男女」ではなく「みんな」になっていくのかなと、そ

んな期待を込めております。今回の会議に参加することができて良かったと思ってお

ります。ありがとうございます。 

 

性的少数者への対応をサポートする、相談相手になれるような、そのような人材を

育てる必要があるのではないかと伺いました。それでは続きまして、晴山淳子委員、

お願いいたします。 

 

私も皆さんと同じで、あまり考えたことがなく、外国のことだなと思っているよう

な、真剣に考えてはいない状態でした。やはり、いろいろと研修を受けたり聞いたり

して現状を踏まえなければいけないという思いです。決めつけるわけではないのです

が、私達の年代より上の人たちは理解しがたいと思います。若い人たちはあまり悩

まず、すんなりと理解してくれるのかなと思っています。ですから、市独自とかでは

なくて、やはり県、そして国というふうに大きなくくりでの制度となれば、皆さんも

受け入れやすいと思いますし、理解しやすいのかなと思います。市の広報やホームペ

ージなどで、理解していただくようにたくさん掲載してもらえるといいと思います。

１つ気にしているのは、ＬＧＢＴ等に関連しますが、トイレです。今は男女の他に使

えるトイレ、新幹線などでも対応してございますが、周りを気にせず利用できるよう

な世の中にしていく、できることからやっていかなければならないのではないかと思

っています。以上です。 

 

認識を改めてと言いますか、いろいろと検討していくということが必要だろうと、

また、大きな、国レベル、県レベルで対応するということが望ましいのではないかと

いうご意見だと伺いました。トイレの問題については、男女共用のトイレはすでに少

しずつ出来ているようですが、女性としては男性が入った後に女性が入るのにはか



16 

 

 

 

佐藤貴哉委員 

 

 

 

 

 

 

 

高橋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤井地域振興部長 

 

 

 

 

 

 

高橋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なり抵抗があるだとか、そんな報道もありました。それでは続きまして佐藤貴也お願

いいたします。 

 

皆さんからもたくさんご意見が出てらっしゃいましたが、私個人的にはＬＧＢＴ、

ＬＧＢＴＱに関しては早く変えてしまった方がいいのではないのかなと思っていま

す。今まではこうだったから、ということはもうこの時代は通用しないと思います

し、最上位目的は何なのかと考えると、この基本計画にある「男女（みんな）が互い

に認め合い、ともにきらめくまち」が最上位目的だと思いますので、ここに合致して

ないものは変える、変えるべきことは変えていった方がいいのではないのかな、とい

う認識でおりました。以上です。 

 

ありがとうございます。これで一巡したわけですが、何か、１番目、２番目の審議

事項に関して意見などはございませんでしょうか。これから、第３次計画の細かな検

討に入れば、その時に発言される機会も出てくると思います。悩ましいところは、憲

法などには「男女」という言葉があるのに、ＬＧＢＴなどが入ってきますと概念も曖

昧になってくる。先ほど氏家委員の方から出てきたご意見でありますが、巡り巡っ

ていけば、いわゆる男女ということで当初捉えられていたものが、個人の尊厳とか人

権、そのような問題の方にどんどん集約しつつあり、それがまた男女共同参画、世界

中がいろいろと取り組んできた核心にあるのではないかと思っております。いずれ

にせよ、２番目のその他の審議事項についての方がご意見がたくさん出たような感じ

がいたしますが、これから引き続き、具体的にアンケートが始まったり、だんだんま

とめられていったり、という段階ではさまざまなご意見を拝聴することになるのだろ

うと思います。社会の多様性に対応するような、多様なご意見、本日はそういった意

見をたくさんいただきましてありがとうございます。時間も時間ということになっ

てまいりましたので、以上により本日審議を終了したいと思います。皆様のご協力

に感謝申し上げます。ありがとうございます。 

 

本日の協議を終えるに当たりまして、私から皆様方にお願いがございます。本日は

第３次花巻市男女共同参画基本計画策定に係るご意見等いただき、ありがとうござい

ます。スケジュールにも載せておりましたが、来年度令和５年度は第３次計画策定に

向けて、皆様方にたくさんのご意見を頂戴するということで審議会の回数も多くな

っております。皆様方にご出席いただくということで、大変ご迷惑をおかけするので

すが、何卒その点ご配慮をお願いしたいと思います。 

 

お話を中断させてしまいまして申し訳ございません。１つ、本日欠席の渡邊ひとみ

委員の方からメールでご意見が届いておりますのでそれを代読させていただきます。 

「第３次花巻市男女共同参画基本計画の策定方針案について、基本計画の策定の趣

旨と、４ 作成スケジュールのところで、基本計画策定の趣旨の３行目から４行目、

これまでの取り組みの成果を踏まえて…とありますが、成果とともに課題もあった

と思います。これまでの審議会で話し合われたことが第３次基本計画に生かされる

べきと考えます。成果と課題はどうまとめられたのですか。またそれは作成スケジュ

ールのどこで提示され話し合われるのですか。素案を作成する前にしなければと思う

のですが。」 

というものが１つ、それから、 

「資料４アンケート調査票案について、市民の意識の変化を調べるための設問のほか

に第２次基本計画の認知状況や成果がどう受け止められているかがわかるような設

問が必要と考えます。理由は昨年の審議会の話し合いでは市の頑張りのわりに市民
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にはあまりそれが伝わっていないという意識のギャップの存在があるとまとめられ

たからです。もう１つ、同性パートナーシップ制度についての意識についての市民

の意識を知るためにそれについての設問も加えると良いのではないかと考えます。」 

ということでございます。 

 

補足させていただきます。今の渡邊委員からのご意見を踏まえた形で、先ほど申し

上げましたが、この令和５年度は審議会の回数が増えるということで皆様方には大変

ご迷惑をおかけします。任期の関係で変わる方々もいらっしゃるかと思うのですが、

何とかご協力をお願いしたいというふうに思っております。それから、渡邊委員か

ら、策定方針について早めにやっておかなければならないのではないかというお話も

ありましたが、６月の協議の際に渡邊委員のご意見でいただいた部分は私達の方か

らご提示するということで考えておりましたので、その点はご理解いただきたいと

思います。また、アンケート調査票についても、今日は皆様方にこのような考え方で

いますということでお示ししたのですが、設問の数はあまり多くすると回答者数が少

なくなる可能性があると、それから突出したことを聞きすぎても回答に困ることが

あるかもしれませんし、過去何年間でどのように市民の方々の意識が変わってきたか

というところはどうしても取りたいということもあります。そうしたことも検討し

た結果、私達の方ではこのような形にしていきたいと思っているものです。何とか渡

邊委員のご意見も踏まえて、少しこちらの方でも検討していきたいとは思うのです

が、皆様方にもその点をご理解いただきたく、もしも何かご意見あった場合にはよろ

しくお願いしたいと思っています。ただ、今日皆様方のご意見でありましたが、設問

によってはアンケートの回答で「該当なし」という方々もいました。また、育児や介

護でも該当なしという方々、その方々の比率が大きく変わったりしているというご

意見がありました。私達は無作為に抽出して調査しているので、たまたまかもしれま

せんが、介護の必要がない人が増えているのだな、とか介護の必要のある方が同じ世

帯にないということは、若い世代の方が同居していないのかな、などということもあ

るかもしれませんし、そういう分母の中で、どんな方々が分子で、どんな方々が回答

しているかという面でも私達は考えていく必要があると。今日の意見の中ではそうい

うところも踏まえて考えた方がいいのではないかというご意見だと受け止めました

ので、今後この計画策定とかアンケート等々をはじめとする様々な施策と調査方法に

ついては考えていきたいと思っております。今日は本当に貴重なご意見ありがとう

ございました。 

 

それでは、事務局から最後に皆様に今後の予定についてお知らせをさせていただき

たいと思います。令和４年度の男女共同参画審議会は、本日で最後となりますが、

資料No.１のスケジュールでお示しいたしましたとおり、来年度は６月、８月、12月

に参集いただきたいと考えております。ただ、本審議会の委員の皆様の任期は５月 31

日までとなっておりますことから、新年度となりましたら事務局より改めまして、

委員の就任依頼及び所属の団体の委員の推薦依頼をお出しいたします。お手数おか

けいたしますが、よろしくご協力をお願い致します。６月の審議会は委嘱替え後の

会議となります。また、こちらも繰り返しになりますが、ご覧いただきました市民向

けのアンケートは、広報はなまきに掲載後、５月下旬に実施予定としておりますこと

を申し添えます。 

なお、パートナーシップ宣誓制度に関しましては、国や県の動きを見ながらとなり

ますので、はっきりと決まっていない部分もございますが、皆様に今後もご意見を

伺いたいと考えておりますので、こちらも引き続きよろしくお願いいたします。委

員の皆様におかれましては、お忙しいところ、お願いばかりで大変恐縮ではござい
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５ 閉会 

 

鈴木地域づくり課

長 

ますけれども、今後とも何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

 

それでは、これをもちまして本日の審議会を終了とさせていただきます。本日は

お忙しい中お集まりいただきまして誠にありがとうございました。 

 

 

（午後３時 10 分閉会） 

 


